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～仲間の和を大切に・心和む学年に～   

        

  

 

 負けないって 強い心で 

立ち上がって進んでも 

負けそうな 弱い自分に 寄りかかってしまう 

 

悔しいって 流す涙は 

たぶん 今までの自分に 

さよならを言って 歩き出すためのエールなんだ 

 

まっすぐ 空に伸びてゆく花は 

こんなに暑い日差しにも 負けない強さがある 

 

つまずいても 転んでも 

涙を拭いて 目を開ければ 

進む道も 広がる空も 笑っているはずさ 

 

振り返ることもしないで 

季節を走り抜けてきた  

今 ここに見える自分は どんな顔しているの？ 

 

もうすぐ 空に届きそうなほど 

青い朝顔は 僕らをそっと見つめてるよ 

 

がんばったよって いつか  

胸をはって言えるように 

強い思い この手ににぎり 歩いていけばいい 

 

吸い込まれそうな空は 

青く 輝いているよ 

 

風にゆれる花は 僕らを見守っているんだ 

まっすぐ 空に伸びてゆく花は 

僕らを見守っているんだ 



学年の歌「あさがお」。 

最初聞いたときは、メロディの美しさは感じるものの、歌詞はなんとなく流れていって、

特にいい詞だとは感じませんでした。ですが、先日の土曜授業で、みんなが真剣に歌った

とき、（いい歌だな。いい詞だな。）と詞に耳を傾けることができました。きっとみんなの

歌に心がこもっていたからだと思います。 

「聴く人に感動を与える歌を」・・・いい言葉ですが、これがなかなか難しい。でも、み

んなはそんな感動の歌をつくりはじめたのだと思いました。 

 

（変わろう。）って思う自分がいる。なかなか変われない自分がいる。 

辛いことがあると、どうしても逃げ出したくなって、弱い自分が顔を出す。 

うまくいかないことがある。自分が嫌になることがある。 

そのたびに涙が出るけれど、 

踏ん張って顔を上げると、今までとは違う世界が見えるはず。 

 

なんとなく過ごしてきた。ただなんとなく日々を生きてきた。 

僕（私）っていったい何者なんだろう？ 

みんなからはどう見えているのだろう？  

  

ううん。そんなことはどうだっていい。 

見守ってくれている人がいる。 

 だから、今 がんばろう！ 強い心で。 

 「がんばったよね、あのとき。」 

いつか 胸をはって言いたい。 

 

友達も 先生も 家族も みんな見守ってくれている。 

だから さぁ前へ進もう。強い心で。 

 

詞がこんなふうに伝えてくれているように聴こえました。 

今のみんなにぴったりの曲。変わろうとしてもがいているみんなにエールを送る曲なの

だと、そう思いました。 

 

うまくいかない時もあります。 

弱い自分に負けそうな時もあります。 

 

でもちゃんとあなたを見てくれている人がいます。 

 

がんばって！がんばって！がんばって！ それぞれの場所で。 

 今やろうとしていることを決してあきらめないでください。 

 


